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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）情報の伝送方法であって、
　基地局が、自局のオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）パターンに基づいて、
各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック
用下りサブフレームを決定し、
　ユーザ端末（ＵＥ）からの上りデータを受信した場合、決定された下りサブフレームで
、前記上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報をフィードバックし、
　前記自局のＡＢＳパターンに基づいて、前記上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフ
ィードバック用下りサブフレームを決定することは、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ１０１１と、
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを
決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ１０１３に進み、下りサ
ブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ１０１４に進むステップ１０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件
【数１】
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を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、
ステップ１０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレー
ムの総数を表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブ
フレームの数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィード
バックされたかを表し、演算子
【数２】

は切り上げ演算を表すステップ１０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、ステップ１０１
５に進むステップ１０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ１０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ１０１５と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　基地局が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制
御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングのいずれか１つによって、ＰＨＩＣ
Ｈ情報受信用下りサブフレームの決定方法をＵＥに通知する、
ことをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）情報の伝送方法であって、
　ユーザ端末（ＵＥ）が、基地局から送信されたオールモストブランクサブフレーム（Ａ
ＢＳ）パターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨ
ＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定し、
　上りデータを送信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応す
るＰＨＩＣＨ情報を受信し、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、前記上りデータに対応するＰＨＩＣ
Ｈ情報の受信用下りサブフレームを決定することは、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ３０１１と、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳで
あるかどうかを決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ３０１３
に進み、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ３０１４に進むステッ
プ３０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

【数３】

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３
０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を
表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの
数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされ
たかを表し、演算子
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【数４】

は切り上げ演算を表すステップ３０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３０１５に進むス
テップ３０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ３０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ３０１５と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　ＵＥが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御
要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングのいずれか１つによって、基地局から
送信されたＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法を受信する、
ことをさらに含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　基地局であって、
　自局のオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）パターンに基づいて、各上りサブ
フレームで伝送される上りデータに対応する物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル
（ＰＨＩＣＨ）情報のフィードバック用下りサブフレームを決定する第１サブフレーム決
定手段と、
　ユーザ端末（ＵＥ）からの上りデータを受信した後に、決定された下りサブフレームで
、当該上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報をフィードバックするＰＨＩＣＨ情報フィー
ドバック手段と、を含み、
　前記第１サブフレーム決定手段は、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ１０１１と、
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを
決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ１０１３に進み、下りサ
ブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ１０１４に進むステップ１０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

【数５】

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、
ステップ１０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレー
ムの総数を表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブ
フレームの数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィード
バックされたかを表し、演算子

【数６】

は切り上げ演算を表すステップ１０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、ステップ１０１
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５に進むステップ１０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ１０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ１０１５と、に用い
る、
ことを特徴とする基地局。
【請求項６】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（Ｃ
Ｅ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングのいずれか１つによって、ＰＨＩＣＨ情報受信
用下りサブフレームの決定方法をＵＥに通知する通知手段をさらに含む請求項５に記載の
基地局。
【請求項７】
　ユーザ端末（ＵＥ）であって、
　基地局から送信されたオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）パターンに基づい
て、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応する物理ハイブリッド自動再送要
求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）情報の受信用下りサブフレームを決定する第２サブフレー
ム決定手段と、
　上りデータを送信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応す
るＰＨＩＣＨ情報を受信するＰＨＩＣＨ情報受信手段と、を含み、
　前記第２サブフレーム決定手段は、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ３０１１と、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳで
あるかどうかを決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ３０１３
に進み、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ３０１４に進むステッ
プ３０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件
【数７】

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３
０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を
表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの
数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされ
たかを表し、演算子

【数８】

は切り上げ演算を表すステップ３０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３０１５に進むス
テップ３０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ３０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ３０１５と、に用い
る、
ことを特徴とするＵＥ。
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【請求項８】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（Ｃ
Ｅ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングのいずれか１つによって、基地局から送信され
たＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法を受信する受信手段をさらに含む請
求項７に記載のＵＥ。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信技術に関し、特に、異種ネットワークにおける物理ハイブリッド自
動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）情報の伝送方法およびその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー携帯電話は人々の通信に極大な便利をもたらし、第２世代グローバル移動通信
システム（ＧＳＭ（登録商標）：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）はデジタル通信を採用して、移動通信の通話品質をさらに
向上させる。第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）は移動通信分野の重要な組織とし
て、第３世代移動通信技術（３Ｇ：Ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）の標準
化の進展を大幅に促進し、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ：Ｗｉｄｅ　Ｃｏｄｅ　
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、高速ダウンリンクパケットアク
セス（ＨＳＤＰＡ：Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ：Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）などを含む一連の通信システム規格を制定した
。
【０００３】
　広帯域アクセス技術の挑戦に対処し、かつ、増加しつつある新たなサービスの需要を満
たすために、３ＧＰＰは２００４年末から３Ｇ長期的な進化（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒ
ｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）技術の標準化作業を開始したことで、スペクトル効率をさらに
向上させ、セル端ユーザの性能を改善し、システム遅延を低下させ、高速移動ユーザに更
なる高速のアクセスサービスを提供することなどを図る。未来の改善されたＬＴＥ（ＬＴ
Ｅ－Ａ）技術はさらにＬＴＥを基に、異種ネットワークを普及し、スペクトル帯域幅を数
倍増加させ、データレートを倍的に向上させ、もっと多くの移動ユーザに、更なる高速で
あって性能がさらに優れたサービスを提供する。
【０００４】
　異種ネットワークにおいて、マクロセルのカバー範囲内に、例えばピコセル（Ｐｉｃｏ
　ｃｅｌｌ）基地局、家庭用基地局（ＨｅＮＢ）、フェムトセル（ｆｅｍｔｏ　ｃｅｌｌ
）基地局、リレー（Ｒｅｌａｙ）、リモート・ラジオ・ヘッド（ＲＲＨ：Ｒｅｍｏｔｅ　
Ｒａｄｉｏ　Ｈｅａｄ）などのような多種の新しいタイプの低電力基地局ノードが配置さ
れている。
【０００５】
　既存のＬＴＥバージョン８／９／１０（Ｒ８／９／１０）システムにおいて、基地局は
、上りスケジューリング指令を送信することで、ユーザに対して、上り伝送リソースを割
り当てる。例えば、基地局は、下りサブフレームＴで、あるユーザに対して、上りスケジ
ューリング指令を送信し、当該ユーザは、上りサブフレームＴ＋４で、上り伝送を行い、
つまり、上りサブフレームＴ＋４は、下りサブフレームＴに対応する上りサブフレームで
ある。基地局は、当該ユーザが上りサブフレームＴ＋４で送信された上りデータを受信し
た後、下りサブフレームＴ＋８で、当該ユーザに、物理ハイブリッド自動再送要求指示チ
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ャネル（ＰＨＩＣＨ）情報、即ち、下りＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をフィードバックする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　異種シナリオで、マクロセル基地局と低電力基地局とは、同じ周波数帯で動作している
ので、下り制御チャネルまたは信号の間では、強烈な干渉を受けることによって復調性能
が低下してしまう恐れがあるため、システムの性能が影響されてしまう。現在、Ｒ１０シ
ステムにおいて、マクロ基地局と低電力基地局との間の干渉を避けるために、ほかの基地
局への干渉を引き起こす干渉基地局側に、オールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ：
Ａｌｍｏｓｔ　Ｂｌａｎｋ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ）を設定することにより、ほかの被干渉基
地局への干渉を減少させることができる、ということが既に決定された。このようにして
、被干渉基地局は、干渉基地局でＡＢＳと設定された位置で、被干渉ユーザをスケジュー
リングすることができる。また、Ｒ８／９システムに対する互換性を保証するために、Ａ
ＢＳでシステム情報ブロック１／ページング機会（ＳＩＢ１／ＰＯ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ１／Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ）情報を伝送する
ことができるが、ＡＢＳでユーザ専用なスケジューリング指令を伝送することができない
。つまり、基地局は、ＡＢＳでユーザに対して上りスケジューリング指令を送信すること
ができないため、当該ＡＢＳに対応する上りサブフレームの位置で、上りデータを伝送す
ることもできない。例えば、下りサブフレームＴがＡＢＳと設定された場合、ユーザは、
上りサブフレームＴ＋４で上り伝送を行うことができない。明らかなように、これは、上
りリソースが浪費されてしまうという状況を引き起こしてしまう。
【０００７】
　上記の状況に基づいて、クロスサブフレームスケジューリング方法が既に提案された。
クロスサブフレームスケジューリングによって、基地局は、１つの下りサブフレームで、
ユーザに対して上りスケジューリング指令を送信することで、ユーザに対し後ろの任意の
上りサブフレームで上りデータ伝送を行うよう指示することができ、つまり、下りサブフ
レームＴがＡＢＳであっても、基地局は、クロスサブフレームスケジューリング方法によ
って、ほかの下りサブフレームを利用して、ユーザに対し上りサブフレームＴ＋４で上り
伝送を行うよう指示することができる。これにより、上りリソースが浪費されてしまうと
いう状況を効果的に解決することができる。
【０００８】
　但し、クロスサブフレームスケジューリングの場合で、ＰＨＩＣＨ情報のフィードバッ
ク用下りサブフレームの位置を如何に決定するかが、現在の解決すべき課題の１つである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の実施例は、物理ハイブリッド自動再送要求指示
チャネル情報の伝送方法およびその装置を提供している。
【００１０】
　本発明の実施例で提供される物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ
）情報の伝送方法は、基地局が、自局のオールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）パ
ターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情
報のフィードバック用下りサブフレームを決定し、ユーザ端末（ＵＥ）からの上りデータ
を受信した場合、決定された下りサブフレームで、前記上りデータに対応するＰＨＩＣＨ
情報をフィードバックする、ことを含む。
【００１１】
　ここで、自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定することは、自
局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームに対応する下りサブフレームが使用
可能であるかどうかをそれぞれ決定し、使用可能である場合、対応する下りサブフレーム
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を、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィード
バック用下りサブフレームとして決定し、使用不可能である場合、自局のＡＢＳパターン
に基づいて、当該下りサブフレームに最も近い使用可能な下りサブフレームを検索して、
当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバッ
ク用下りサブフレームとする、ことを含む。
【００１２】
　各上りサブフレームに対応する下りサブフレームが使用可能であるかどうかをそれぞれ
決定することは、各上りサブフレームに対応する下りサブフレームがＡＢＳであるかどう
かをそれぞれ決定し、ＡＢＳである場合、使用不可能になり、ＡＢＳではない場合、使用
可能になる、ことを含み、前記自局のＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレーム
に最も近い使用可能な下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される
上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとすることは
、上りサブフレームｉに対応して下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋
４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定する、こと
を含み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、
Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表
し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを
表し、演算子

は切り上げ演算を表す。
【００１３】
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応
するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定することは、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ１０１１と、
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを
決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ１０１３に進み、下りサ
ブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ１０１４に進むステップ１０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、
ステップ１０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレー
ムの総数を表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブ
フレームの数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィード
バックされたかを表し、演算子

は切り上げ演算を表すステップ１０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、ステップ１０１
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５に進むステップ１０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ１０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ１０１５と、を含む
。
【００１４】
　上記の方法は、基地局が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングによって、ＰＨＩＣ
Ｈ情報受信用下りサブフレームの決定方法をＵＥに通知する、ことをさらに含む。
【００１５】
　本発明の実施例で提供される物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ
）情報の伝送方法は、ユーザ端末（ＵＥ）が、基地局から送信されたオールモストブラン
クサブフレーム（ＡＢＳ）パターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデ
ータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定し、上りデータを送信し
た後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報を受
信する、ことを含む。
【００１６】
　ここで、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送
される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定することは
、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームに対応する下り
サブフレームが使用可能であるかどうかをそれぞれ決定し、使用可能である場合、対応す
る下りサブフレームを、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩ
ＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定し、使用不可能である場合、基地局から送
信されたＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレームに最も近い使用可能な下りサ
ブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応するＰＨＩ
ＣＨ情報の受信用下りサブフレームとする、ことを含む。
【００１７】
　各上りサブフレームに対応する下りサブフレームが使用可能であるかどうかをそれぞれ
決定することは、各上りサブフレームに対応する下りサブフレームがＡＢＳであるかどう
かをそれぞれ決定し、ＡＢＳである場合、使用不可能になり、ＡＢＳではない場合、使用
可能になる、ことを含み、
　前記基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレームに最も近
い使用可能な下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとすることは、上りサブフレーム
ｉに対応して、下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条
件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定する、ことを含み、こ
こで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、Ｄは１つの
ＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表し、Ｎｄは
１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを表し、演算
子

は切り上げ演算を表す。
【００１８】
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　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上
りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定することは、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ３０１１と、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳで
あるかどうかを決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ３０１３
に進み、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ３０１４に進むステッ
プ３０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３
０１５に進み、ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を
表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの
数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされ
たかを表し、演算子

は切り上げ演算を表すステップ３０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３０１５に進むス
テップ３０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ３０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ３０１５と、を含む
。
【００１９】
　上記の方法は、ＵＥが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御
（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングによって、基地局から
送信されたＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法を受信する、ことをさらに
含む。
【００２０】
　本発明の実施例で提供される基地局は、自局のオールモストブランクサブフレーム（Ａ
ＢＳ）パターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応する物理
ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）情報のフィードバック用下りサブ
フレームを決定する第１サブフレーム決定手段と、ユーザ端末（ＵＥ）からの上りデータ
を受信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応するＰＨＩＣＨ
情報をフィードバックするＰＨＩＣＨ情報フィードバック手段と、を含む。
【００２１】
　第１サブフレーム決定手段は、自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレーム
ｉに対応する下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを決定し、ＡＢＳではない
場合、当該下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対
応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定し、ＡＢＳである
場合、適切な下りサブフレームを検索するように、第１検索モジュールをトリガーする第
１判断モジュールと、下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近
い、条件
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を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定し、前記Ｕ
は１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、Ｄは１つのＡＢＳパ
ターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表し、Ｎｄは１つの下
りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを表し、演算子

は切り上げ演算を表す第１検索モジュールと、を含む。
【００２２】
　上記の基地局は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングによって、ＰＨＩＣＨ情報受
信用下りサブフレームの決定方法をＵＥに通知する通知手段をさらに含む。
【００２３】
　本発明の実施例で提供されるユーザ端末（ＵＥ）は、基地局から送信されたオールモス
トブランクサブフレーム（ＡＢＳ）パターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送され
る上りデータに対応する物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）情報
の受信用下りサブフレームを決定する第２サブフレーム決定手段と、上りデータを送信し
た後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報を受
信するＰＨＩＣＨ情報受信手段と、を含む。
【００２４】
　第２サブフレーム決定手段は、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上
りサブフレームｉに対応する下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを決定し、
ＡＢＳではない場合、当該下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される
上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定し、ＡＢＳで
ある場合、適切な下りサブフレームを検索するように、第２検索モジュールをトリガーす
る第２判断モジュールと、下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最
も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定し、前記Ｕは１つのＡ
ＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにお
いてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレ
ームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを表し、演算子

は切り上げ演算を表す第２検索モジュールと、を含む。
【００２５】
　上記のＵＥは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングによって、基地局から送信され
たＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法を受信する受信手段をさらに含む。
【発明の効果】
【００２６】
　ここから分かるように、本発明の実施例に係る方法および装置によれば、基地局および
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ＵＥは、クロスサブフレームスケジューリングの場合で、ＰＨＩＣＨ情報のフィードバッ
ク用または受信用下りサブフレームの位置を如何に決定するかという課題を解決すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施例に係るＰＨＩＣＨ情報の伝送方法の基地局側のフローチャートで
ある。
【図２】本発明の実施例に係るＰＨＩＣＨ情報の伝送方法において、基地局が自局のＡＢ
Ｓパターンに基づいて、ＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定する
方法のフローチャートである。
【図３】本発明の実施例に係るＰＨＩＣＨ情報の伝送方法のＵＥ側のフローチャートであ
る。
【図４】本発明の実施例に係るＰＨＩＣＨ情報の伝送方法において、ＵＥが基地局のＡＢ
Ｓパターンに基づいて、ＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定する方法のフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の実施例に係る基地局の内部構成を示す図である。
【図６】本発明の実施例に係るＵＥの内部構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の実施例は、クロスサブフレームスケジューリングの場合で、ＰＨＩＣＨ情報の
フィードバック用または受信用下りサブフレームの位置を決定することができるＰＨＩＣ
Ｈ情報の伝送方法を提供している。以下、図面および具体的な例示を参照しながら、本実
施例に係る方法を詳しく説明する。
【００２９】
　図１は、本実施例に係るクロスサブフレームスケジューリングが設定された場合でのＰ
ＨＩＣＨ情報の伝送方法の基地局側のフローを示す。図１に示すように、該方法は、
　基地局が、自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデ
ータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定するステップ
１０１と、
　ＵＥからの上りデータを受信した場合、決定された下りサブフレームで、当該ＵＥの上
りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報をフィードバックするステップ１０２と、を含む。
【００３０】
　以下、図面および具体的な例示を参照しながら、上記のステップ１０１における、基地
局が、自局のＡＢＳパターンに基づいて、当該ＵＥの上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情
報のフィードバック用下りサブフレームを決定する方法について、詳しく説明する。該方
法において、基地局は、まず、自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームに
対応する下りサブフレームが使用可能であるかどうかをそれぞれ決定し、使用可能である
場合、対応する下りサブフレームを、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対
応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定し、使用不可能で
ある場合、自局のＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレームに最も近い使用可能
な下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応す
るＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとすることができる。ここで、基
地局は、各上りサブフレームに対応する下りサブフレームがＡＢＳであるかどうかをそれ
ぞれ決定することで、下りサブフレームが使用可能であるかどうかを決定することができ
、例えば、ＡＢＳである場合、使用不可能になり、ＡＢＳではない場合、使用可能になる
。また、自局のＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレームに最も近い使用可能な
下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される上りデータに対応する
ＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとする際に、基地局は、上りサブフ
レームｉに対応する下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い
、条件
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を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定することが
できる。ここで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、
Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表
し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを
表し、演算子

は切り上げ演算を表す。
【００３１】
　図２は、本実施例において、基地局が、自局のＡＢＳパターンに基づいて、ＰＨＩＣＨ
情報のフィードバック用下りサブフレームを決定する具体的な方法を示す。図２に示すよ
うに、該方法は、主に、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ１０１１と、
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを
決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ１０１３に進み、下りサ
ブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ１０１４に進むステップ１０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、
ステップ１０１５に進むステップ１０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
ＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定してから、ステップ１０１
５に進むステップ１０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ１０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ１０１５と、を含む
。
【００３２】
　上記のステップ１０１１～１０１５から、基地局は、１つのＡＢＳパターンに対応する
各上りサブフレームのフィードバックすべきＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブ
フレームの位置をそれぞれ決定することができ、また、システム全体のＰＨＩＣＨ情報（
下りＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）が、いくつかの下りサブフレームに大量に集中することなく
、全ての使用可能な下りサブフレームに均一に分散されるということは保証することがで
きる。これにより、ＰＨＩＣＨ情報ブロッキング（ＰＨＩＣＨ　Ｂｌｏｃｋｉｎｇ）とい
う状況の発生を効果的に避けることができる。
【００３３】
　図３は、本実施例に係るＰＨＩＣＨ情報の伝送方法のＵＥ側のフローを示す。図３に示
すように、該方法は、
　ＵＥが、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送
される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定するステッ
プ３０１と、
　上りデータを送信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応す
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るＰＨＩＣＨ情報を受信するステップ３０２と、を含む。
【００３４】
　以下、図面および具体的な例示を参照しながら、上記のステップ３０１における、ＵＥ
が、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、該上りデータに対応するＰＨＩＣ
Ｈ情報の受信用下りサブフレームを決定する方法について、詳しく説明する。該方法にお
いて、ＵＥは、まず、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレ
ームに対応する下りサブフレームが使用可能であるかどうかをそれぞれ決定し、使用可能
である場合、対応する下りサブフレームを、当該上りサブフレームで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定し、使用不可能である
場合、さらに、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレーム
に最も近い使用可能な下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される
上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとすることができる。こ
こで、ＵＥは、各上りサブフレームに対応する下りサブフレームがＡＢＳであるかどうか
をそれぞれ決定することで、下りサブフレームが使用可能であるかどうかを決定すること
ができ、例えば、ＡＢＳである場合、使用不可能になり、ＡＢＳではない場合、使用可能
になる。また、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、当該下りサブフレーム
に最も近い使用可能な下りサブフレームを検索して、当該上りサブフレームで伝送される
上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとする際に、ＵＥは、上
りサブフレームｉに対応する下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に
最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定することができる。こ
こで、Ｕは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を表し、Ｄは１つの
ＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの数を表し、Ｎｄは
１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされたかを表し、演算
子

は切り上げ演算を表す。
【００３５】
　図４は、本実施例において、ＵＥが、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて
、ＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定する具体的な方法を示す。図４に示す
ように、該方法は、主に、
　上りサブフレームの番号ｉを１に等しいように設定するステップ３０１１と、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳで
あるかどうかを決定し、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳである場合、ステップ３０１３
に進み、下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳではない場合、ステップ３０１４に進むステッ
プ３０１２と、
　下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３
０１５に進むステップ３０１３と、
　下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される上りデータに対応するＰ
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ＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定してから、ステップ３０１５に進むス
テップ３０１４と、
　ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数Ｕより小さい場合、ｉ＝
ｉ＋１にしてから、ステップ３０１２に戻り、ｉが１つのＡＢＳパターンに対応する上り
サブフレームの総数Ｕに等しい場合、本プロセスを終了するステップ３０１５と、を含む
。
【００３６】
　上記のステップ３０１１～３０１５から、ＵＥは、１つのＡＢＳパターンにおける各上
りサブフレームに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定することがで
き、また、システム全体のＰＨＩＣＨ情報（下りＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）が、いくつかの
下りサブフレームに大量に集中することなく、全ての使用可能な下りサブフレームに均一
に分散されるということは保証することができる。これにより、ＰＨＩＣＨ情報ブロッキ
ングという状況の発生を効果的に避けることができる。
【００３７】
　また、上記の方法から分かるように、ＵＥがＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレーム
を決定できるようにするために、基地局は、ＵＥに対し当該基地局のＡＢＳパターンを通
知する必要がある。具体的に、基地局は、ＭＡＣ　ＣＥ、ＲＲＣシグナリングなどのシス
テム情報によって、ＵＥに対し当該基地局のＡＢＳパターンを通知することができる。
【００３８】
　また説明すべきものとして、上記の、基地局が、自局のＡＢＳパターンに基いて、ＰＨ
ＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定する方法、および、ＵＥが、基地
局から送信されたＡＢＳパターンに基いて、ＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを
決定する方法は、それぞれ基地局およびＵＥに予め配置されることができる。また、上記
の、ＵＥが、基地局から送信されたＡＢＳパターンに基いて、ＰＨＩＣＨ情報の受信用下
りサブフレームを決定する方法は、基地局によってＵＥに配置されることもできる。具体
的に、基地局は、例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、媒体アクセス制御
（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグナリングのようなシステム情報
によって、該方法をＵＥに通知することができ、ＵＥは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリング、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）、運用・保守（Ｏ＆Ｍ）シグ
ナリングによって、基地局から送信されたＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定
方法を受信する。
【００３９】
　上記の方法に対応して、本実施例は、上記方法を実行する基地局およびＵＥも提供して
いる。ここで、図５に示すように、基地局の内部構成は、主に、
　自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上りデータに対応
するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームを決定する第１サブフレーム決
定手段５０１と、
　ＵＥからの上りデータを受信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報をフィードバックするＰＨＩＣＨ情報フィードバック手段５
０２と、を含む。
【００４０】
　ここで、上記第１サブフレーム決定手段５０１は、第１判断モジュール５０１１と第１
検索モジュール５０１２とを含む。
【００４１】
　ここで、上記第１判断モジュール５０１１は、自局のＡＢＳパターンに基づいて、各上
りサブフレームｉに対応する下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかどうかを決定し、
ＡＢＳではない場合、当該下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレームｉで伝送される
上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定し
、ＡＢＳである場合、適切な下りサブフレームを検索するように、第１検索モジュール５
０１２をトリガーする。
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【００４２】
　上記第１検索モジュール５０１２は、下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレー
ムｉ＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用下りサブフレームとして決定する。
【００４３】
　上記のように、上記のＵは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を
表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの
数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされ
たかを表し、演算子

は切り上げ演算を表す。
【００４４】
　基地局は、ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣ　ＣＥ、Ｏ＆Ｍシグナリングによって、ＰＨＩ
ＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法をＵＥに通知する通知手段をさらに含むこと
ができる。
【００４５】
　図６に示すように、ＵＥの内部構成は、
　基地局から送信されたＡＢＳパターンに基づいて、各上りサブフレームで伝送される上
りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームを決定する第２サブフレー
ム決定手段６０１と、
　上りデータを送信した後に、決定された下りサブフレームで、当該上りデータに対応す
るＰＨＩＣＨ情報を受信するＰＨＩＣＨ情報受信手段６０２と、を含む。
【００４６】
　ここで、上記第２サブフレーム決定手段６０１は、第２判断モジュール６０１１と第２
検索モジュール６０１２とを含む。
【００４７】
　ここで、上記第２判断モジュール６０１１は、基地局から送信されたＡＢＳパターンに
基づいて、各上りサブフレームｉに対応する下りサブフレームｉ＋４がＡＢＳであるかど
うかを決定し、ＡＢＳではない場合、当該下りサブフレームｉ＋４を、上りサブフレーム
ｉで伝送される上りデータに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決
定し、ＡＢＳである場合、適切な下りサブフレームを検索するように、第２検索モジュー
ル６０１２をトリガーする。
【００４８】
　第２検索モジュール６０１２は、下りサブフレームｉ＋４の後に、下りサブフレームｉ
＋４に最も近い、条件

を満たす下りサブフレームを検索して、それを上りサブフレームｉで伝送される上りデー
タに対応するＰＨＩＣＨ情報の受信用下りサブフレームとして決定する。
【００４９】
　上記のように、上記のＵは１つのＡＢＳパターンに対応する上りサブフレームの総数を
表し、Ｄは１つのＡＢＳパターンにおいてＡＢＳと設定されていない下りサブフレームの
数を表し、Ｎｄは１つの下りサブフレームで何個のＰＨＩＣＨ情報がフィードバックされ
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は切り上げ演算を表す。
【００５０】
　上記のＵＥは、ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣ　ＣＥ、Ｏ＆Ｍシグナリングによって、基
地局から送信されたＰＨＩＣＨ情報受信用下りサブフレームの決定方法を受信する受信手
段をさらに含む。
【００５１】
　本発明の実施例に係る方法および装置によれば、基地局およびＵＥは、クロスサブフレ
ームスケジューリングの場合で、ＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用または受信用下りサ
ブフレームの位置を如何に決定するかという課題を解決することができる。また、上記の
実施例において、基地局およびＵＥは、１つのＡＢＳパターンにおける各上りサブフレー
ムに対応するＰＨＩＣＨ情報のフィードバック用または受信用下りサブフレームを決定す
ることができ、また、システム全体のＰＨＩＣＨ情報（下りＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）が、
いくつかの下りサブフレームに大量に集中することなく、全ての使用可能な下りサブフレ
ームに均一に分散されるということは保証することができる。これにより、ＰＨＩＣＨ情
報ブロッキングという状況の発生を効果的に避けることができる。
【００５２】
　上記は、本発明の好ましい実施例にすぎず、本発明の保護範囲を限定するものではない
。本発明の精神と原則内で行われる種々の修正、均等置換え、改善などは全て本発明の保
護範囲内に含まれるべきである。
【符号の説明】
【００５３】
　５０１　第１サブフレーム決定手段
　５０１１　第１判断モジュール
　５０１２　第１検索モジュール
　５０２　ＰＨＩＣＨ情報フィードバック手段
　６０１　第２サブフレーム決定手段
　６０１１　第２判断モジュール
　６０１２　第２検索モジュール
　６０２　ＰＨＩＣＨ情報受信手段
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